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★夜明け前から、職員やＰＴＡ役員
は、準備に余念がありません。

★今年は、玉名中学校会場という
こともあり、場所取りも大きなトラ
ブルもなくスムーズにできました。
ご協力に感謝します。



★謝罪しているわけではなく、校
長・ＰＴＡ会長・教頭・体育主任で
来賓の皆様にご挨拶

★素晴らしい秋空の下で開会され
ました。１年生の開会のことばも立
派でした！



★今年は練習の関係で、トラックを
使った入場行進をせず、一斉に団
席前から入場を行いました。

★４団を代表して、昨年度まで３連
覇をしていた黄団団長の誓いのこ
とばに、一同気合いが入りました。



★今年は、徒走を全て本部前の直
線コースを使用しました。その分、
「ゆずりあいゾーン」も大幅に変更
しました。まるでヤフオクドームの
コカ・コーラシートのようでした。

★緊張の一瞬！スタート前の表情
は誰もが真剣そのものです。



★４年生の綱引き
一人一人の力は、さほど

ないかもしれませんが、クラ
ス全員が一斉に力を合わせ
れば、大きな力を発揮しま
す。
４年生は、この日のため

に、使い古しの消火ホース
を小運動場に持ち込み、毎
朝特訓を積んできました。
日頃から、このように全

力で取り組み、特訓を行う
ことで実力以上の力を発揮
することができました。



★２年生の
大玉ころがし

自分の身長と変わらない
ほどの大きな玉を、二人で
協力しながら運びます。
直線だけならまだしも、

途中には折り返しのための
急カーブもあるため、思う
ようにゴールまで大玉を運
ぶことができない組も多数
続出・・・。
結果は次のとおりでした。

１位・・・黄団
２位・・・赤団
３位・・・青団



★５年生の表現
よさこいソーラン

揃いの法被にクラス毎の大漁旗
鳴子を使って、アップテンポな
曲に併せて５年生１００名が迫力
いっぱいの「よさこいソーラン」
を披露してくれました。
素晴らしい演技に、会場からも
大きな拍手が湧き上がりました。



★各団の工夫と闘志「応援合戦」
各団の士気を高め、一致団結の象徴である「応援合戦」では、

様々な工夫が見られました。団長さん、団員さんお疲れ様でした。



★１年生の「玉入れ」
４色の玉が、秋空に高く舞い上がり、それぞれかごに吸い込まれて

いきました。２回戦が行われ、優勝したのは「緑団」でした。



★１年生のリレー
１年生は、単純なリレーだけで

なく、コースの間に「走る」「と
びこえる」「くぐる」といった障害
物を取り入れた内容でした。中
でも「くぐる」場面では、自分の
身長よりも低いところを必死にく
ぐる姿に、観客の方々の表情も
思わず緩みました（笑）

★３年生の団体競技
台風の目

競技内容はいたってシンプルな
がら、毎回何かしらハプニング
が起こり、大逆転劇があります。
今年は、次のような結果でした。
１位・・・青団
２位・・・緑団
３位・・・黄団



★４年生の表現～花笠音頭～
こちらも、町小４年生の恒例となりました「花笠音頭」
今年は、純和風の民舞だけでなく、人気ドラマの主題歌も取り

入れた現代風アレンジもありました。
腰を落とす様子は必見ものです。
※会場を移動するため、本番で使用する“花笠”は、４年生のた
めに５年生が丁寧に玉名中学校まで運んでくれました。



★２年生の表現～ビューティフルネーム～
３色のポンポンを手に、４０年ほど前に大流行した、ゴダイゴの

ビューティフルネームをバックに、かわいらしい踊りを披露してくれ
ました。曲もさることながら、改めて歌詞を聴いてみると、現代でも
十分通じる内容に、２年部の先生方の思いが込められている気がし
ました。
もちろん、踊りの方もノリノリで、会場からも「かわいかね～」と

いった声が漏れ聞こえてきました。



★６年生の組体操①
組み体操離れが広がる昨今で

すが、今年の６年生は、そういう
時代の中でも、集団の美や団結
力を生かした内容で、会場を魅了
してくれました。
一人一人が真剣に、一生懸命

に取り組む姿こそが“かっこいい”
姿なのです。



★６年生の組体操②
上の２枚の写真は、６年生１１６

名（１２組）で造り上げた「人間おこ
し」です。練習では、なかなかそ
ろわなかったこの技も、本番では
完璧な演技！最後は、会場を使
用させていただいた玉名中学校
への感謝のメッセージも・・・
素晴らしい６年生の演技に涙…



★閉会式～青団優勝～
激戦の末、本年度の運動会を制したのは青

団でした。２位との差は、わずか６点という大接
戦でした。
優勝を目指して、各団一致団結して取り組

んだ姿は、本当に輝いていました。
【感動】最後まで必死に取り組む姿に感動
【感謝】応援してくださった全ての方々に感謝
もちろん、感動を与えてくれた全校児童の

がんばりにも“感謝”です・・・。


